
ハ
ッ
チ
に
降
り
よ
う
と
し
た
途
端
、
頭
か
ら
白
い
粉
を
ぶ
っ

か
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
軍
が
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
Ｄ

Ｄ
Ｔ
の
粉
末
で
あ
っ
た
。

出
発
し
て
二
日
目
の
午
後
、
つ
い
に
懐
か
し
い
祖
国
日
本
の

陸
地
が
見
え
た
。
船
は
や
が
て
静
か
に
舞
鶴
港
に
す
べ
り
込
ん

だ
。
信
濃
丸
の
周
り
を
小
型
ラ
ン
チ
が
走
り
回
っ
た
。
そ
の
船

尾
に
は
ア
メ
リ
カ
国
旗
が
翻
っ
て
い
た
。

秋
雨
の
　
若
狭
の
湾
の
　
星
条
旗

一
九
四
八
年
九
月
二
十
二
日
、
私
は
生
き
て
祖
国
に
上
陸
し
、

一
歩
一
歩
、
大
地
を
踏
み
し
め
た
。

わ
が
青
春
　 

広
島
県
　
桑
田
四
郎
　 

○
昭
和
十
六
年
三
月
八
日
　
十
六
歳
。
満
州
開
拓
青
少
年
義
勇

軍
に
応
募
。

茨
城
県
東
茨
城
郡
内
原
訓
練
所
入
所
。
第
二
十
二
中
隊
。

（
広
島
県
郷
土
三
個
中
隊
の
一
つ
。
高
瀬
中
隊
第
二
小
隊

＝
当
時
の
加
茂
郡
出
身
）

○
昭
和
十
六
年
四
月
二
十
九
日
　
満
州
国
北
安
省
鉄
驪
県
満
州

開
拓
青
年
義
勇
隊
鉄
驪
訓
練
所
入
所
。
第
二
中
隊

同
年
五
月
二
日
　
農
具
舎
係
と
な
り
専
従

同
年
五
月
　
中
学
講
義
録
（
①
正
則
中
学
校
―
現
在
の
正
則

高
校
―
出
版
部
　
②
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
を
取
り
寄
せ
、

②
を
選
び
、
こ
れ
の
送
本
手
続
（
含
講
読
金
銭
）
を
故
郷

（
現
在
の
豊
田
群
安
芸
津
町
）
の
母
に
依
頼
。
以
後
毎
月

二
冊
の
送
本
、
勉
学

※
１
　
正
則
と
　
早
稲
田
を
え
ら
び
て
　
講
義
録

中
学
を
学
び
し
は
　
青
年
開
拓
義
勇
隊

同
年
十
月
一
日
　
収
穫
終
了
、
農
具
舎
係
休
止
、
根
雪
降
り

始
め
脱
穀
開
始
。
衛
兵
勤
務
（
中
隊
・
訓
練
所
本
部
）

同
年
十
二
月
一
日
　
訓
練
所
本
部
経
理
部
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、

事
務
担
当
。
経
理
小
隊
で
は
第
二
、
三
次
訓
練
生
と
同
居
。

○
昭
和
十
九
年
三
月
　
三
カ
年
の
訓
練
終
了
。
第
四
次
忠
誠
広

高
義
勇
隊
開
拓
団
（
東
安
省
虎
林
県
忠
誠
村
和
平
屯
）
入

植

○
昭
和
十
九
年
六
月
　
十
九
歳
。
徴
兵
検
査
、
第
一
乙
種
合
格



同
年
九
月
一
日
ま
で
虎
林
街
の
団
弁
事
処
勤
務
。
昭
和
二
十

年
三
月
三
十
日
ま
で
団
本
部
勤
務

○
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
　
二
十
歳
。
牡
丹
江
省
温
春
県
温
春

駅
気
付
温
春
飛
行
場
（
第
二
航
空
軍
第
三
十
九
飛
行
場
大

隊
佐
々
木
隊
）
飛
行
兵
と
し
て
現
地
入
営
、
新
兵
二
十
名

の
み
の
教
育
班
、
教
官
―
見
習
い
士
官
、
班
長
―
伍
長
、

助
手
―
丘
長
、
計
二
十
三
名
編
成
で
、
教
官
当
番
と
な
り
、

機
密
教
育
。（
詳
細
割
愛
）

○
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
　
広
島
に
新
型
爆
弾
投
下
を
知
る

○
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
夜
半
　
ソ
連
軍
侵
攻
に
よ
り
非
常
呼

集
、
暗
闇
の
な
か
直
ち
に
戦
闘
・
防
衛
態
勢
に
入
る
。
十

三
時
す
ぎ
、
握
り
飯
の
昼
食
の
の
ち
、
原
隊
復
帰
の
命
。

海
林
駅
に
出
る
も
列
車
の
運
行
ま
っ
た
く
不
能
。
同
僚
と

二
名
、
相
計
り
て
鉄
道
線
路
上
を
徒
歩
に
て
原
隊
復
帰
を

決
意
。（
他
の
十
八
名
―
新
京
、
敦
化
な
ど
九
飛
行
場
の

新
兵
―
飛
行
隊
の
教
育
拠
点
地
海
林
飛
行
場
に
引
き
返
し

た
の
か
、
一
切
不
明
）

一
、
ソ
連
軍
侵
攻
時
に
お
け
る
死
か
ら
の
脱
出

牡
丹
江
市
爆
撃
さ
る
を
見
て
奮
い
立
つ

鉄
路
を
牡
丹
江
駅
に
向
け
東
進
。
牡
丹
江
鉄
橋
を
渡
り
、
牡

丹
江
駅
構
内
を
過
ぎ
鉄
路
の
両
側
に
連
な
る
牡
丹
江
市
街
を
抜

け
た
と
こ
ろ
で
、
ソ
連
爆
撃
機
の
撒
く
紙
ビ
ラ
の
上
空
に
舞
う

を
見
る
。
し
ば
ら
く
し
、
ド
ド
ー
ン
、
ド
ド
ー
ン
と
牡
丹
江
市

街
に
爆
煙
が
上
が
る
。
原
隊
復
帰
へ
と
奮
い
立
つ
。

鉄
路
に
よ
る
迂
回
路
を
や
め
直
線
コ
ー
ス
を
と
る

牡
丹
江
駅
を
起
点
に
ゆ
る
や
か
な
Ｕ
字
型
の
鉄
路
の
右
端
が

温
春
駅
で
あ
り
、

こ
の
直
線
中
間
点
に
現
在
の
牡
丹
江
飛
行
場
、

当
時
の
第
三
十
飛
行
場
大
隊
が
あ
る
こ
と
を
入
営
時
と
海
林
派

遣
時
の
車
窓
か
ら
見
知
っ
て
い
た
の
で
、
同
僚
の
新
兵
と
計
っ

て
、
鉄
路
を
外
れ
南
進
し
、
第
三
十
飛
行
場
を
突
き
抜
け
て
一

刻
も
早
く
温
春
の
原
隊
に
復
帰
し
よ
う
と
丘
陵
地
の
草
原
に
踏

み
入
っ
た
。

機
銃
掃
射
に
立
ち
向
か
い
九
死
に
一
生
を
得
る

第
三
十
飛
行
場
の
格
納
庫
を
右
に
見
な
が
ら
滑
走
路
を
通
り

抜
け
よ
う
と
す
る
こ
ろ
、
三
機
の
小
型
機
が
近
づ
く
。
友
軍
機

か
と
思
い
き
や
、
ソ
連
戦
闘
機
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
ど
う
し
よ

う
か
と
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
、
二
手
に
別
れ
た
。
ソ
連
機
は



急
降
下
し
な
が
ら
バ
リ
バ
リ
と
撃
つ
。
パ
ッ
と
伏
せ
る
。
耳
元

の
草
地
に
ブ
ス
ブ
ス
と
音
を
立
て
通
り
過
ぎ
遠
ざ
か
る
。
見
上

げ
る
と
二
機
目
が
急
降
下
し
て
く
る
。
そ
の
高
度
、
方
向
を
見

計
ら
い
な
が
ら
左
に
右
に
走
り
回
り
、
ま
た
逆
走
し
て
、
照
準

面
積
の
広
が
り
を
見
て
、
位
置
の
停
止
を
避
け
、
伏
せ
る
こ
と

を
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
二
番
機
、
三
番
機
の
機
銃

掃
射
を
か
わ
す
。
三
機
が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
急
降
下
し

て
は
撃
っ
て
く
る
。
た
っ
た
二
人
の
日
本
人
を
射
殺
す
る
の
に

こ
れ
ほ
ど
執
拗
な
射
撃
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
思
う
ほ

ど
、
三
機
は
三
度
、
四
度
と
攻
撃
を
操
り
返
し
た
が
、
や
が
て

飛
び
去
っ
た
。

同
僚
も
無
傷
で
あ
っ
た
。
お
互
い
の
無
事
を
喜
び
合
う
ゆ
と

り
も
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
原
隊
を
め
ざ
し
た
。

海
林
で
の
迎
撃
態
勢
は
温
春
で
撤
退
態
勢
に
急
変

海
林
駅
か
ら
牡
丹
江
ま
で
二
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
牡
丹
江

か
ら
原
隊
温
春
飛
行
場
ま
で
三
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
計
約
六

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
歩
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
海
林
駅
を
十
四
時

半
に
出
発
し
た
と
し
て
、
途
中
、
機
銃
掃
射
に
よ
る
道
草
の
時

間
を
加
え
何
時
間
歩
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
五
分
後
の
到
着
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
原
隊
は
す
で
に
通
化
に
向
け
撤
退
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
状
況
は
切
迫
の
極
限
に
あ
っ
た
。

○
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
夕
刻
　
時
刻
不
詳
　
原
隊
に
近
づ
く

こ
ろ
数
機
の
練
習
機
が
、
あ
ち
こ
ち
の
上
空
を
舞
い
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
、
キ
リ
キ
リ
回
っ
て
は
見
慣
れ
た
西
の
河

（
松
花
江
支
流
の
牡
丹
江
）
向
こ
う
の
山
腹
に
墜
落
し
て

ゆ
く
の
を
目
撃
し
た
。
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
練
習
機
の

こ
と
を
整
列
し
居
並
ぶ
古
兵
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
操
縦
桿

を
ひ
も
で
縛
り
つ
け
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
し
飛
び
立
た
せ

た
と
‥
‥
、

内
地
か
ら
移
駐
し
て
い
た
航
空
士
官
学
校（三

十
九
、
三
十
、
海
林
の
三
飛
行
隊
分
駐
）
生
は
最
後
に
残

っ
た
数
機
の
実
戦
機
に
搭
乗
し
、
格
納
庫
と
滑
走
路
を
爆

破
し
た
の
ち
飛
び
去
っ
た
と
‥
‥
、
な
お
、
昭
和
二
十
年

三
月
中
ま
で
に
飛
び
去
っ
た
実
戦
機
（
台
湾
、
沖
縄
戦
の

中
継
地
九
州
）
は
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
な
ど
、
複
雑
な
心

境
で
撤
退
を
待
っ
て
い
た
古
兵
は
話
し
て
く
れ
た
。

原
隊
復
帰
を
佐
々
木
中
隊
長
に
申
告
し
て
か
ら
間
も
な

く
、
東
の
な
だ
ら
か
な
山
す
そ
の
隧
道
爆
弾
庫
の
自
爆
に

よ
る
爆
破
が
大
爆
音
と
共
に
空
高
く
飛
び
上
が
っ
た
。
こ



の
破
裂
・
破
壊
音
は
地
響
き
を
上
げ
鳴
り
続
い
た
。
一
方
、

兵
が
各
隊
舎
ご
と
に
周
り
を
駆
け
巡
っ
て
い
た
が
、
こ
の

姿
が
見
え
な
く
な
る
と
、
隊
舎
全
棟
同
時
に
火
炎
を
上
げ

赤
々
と
燃
え
上
が
っ
た
。
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
撤
退
。

原
隊
の
撤
退
直
前
の
後
始
末
の
悲
愴
を
語
る
に
忍
び
な
い
。

原
隊
は
火
の
海
を
後
方
に
、
各
種
自
動
車
に
分
乗
し
撤

退
開
始
、
東
京
城
方
向
に
南
進
。

○
日
時
不
詳
　
東
京
城
城
壁
を
右
に
見
、
鏡
泊
湖
北
端
に
向
け

南
進
・
登
坂
。
貨
物
車
、
燃
料
補
給
車
、
航
空
機
始
動
車

な
ど
各
種
自
動
車
は
す
べ
て
後
輪
駆
動
で
、
必
需
物
資
を

満
載
、

し
か
も
雨
後
の
ぬ
か
る
登
坂
路
で
は
前
進
力
な
し
。

分
乗
の
全
員
は
降
車
し
、
自
動
車
を
押
し
歩
き
、
登
坂
力

を
助
く
。

撤
退
の
諸
種
部
隊
、
開
拓
団
ら
日
本
人
の
列
は
、
自
動

車
、
馬
車
を
優
先
に
登
坂
路
の
両
脇
に
陸
続
。
い
ず
れ
も

背
に
、
肩
に
、
両
手
に
荷
物
多
く
、
あ
え
ぐ
。
登
坂
路
脇

に
一
つ
、
ま
た
一
つ
と
荷
物
を
そ
っ
と
置
い
て
は
坂
を
登

っ
て
行
く
。
わ
が
原
隊
も
つ
い
に
か
な
わ
ず
、
不
急
不
用

物
資
を
自
動
車
か
ら
降
ろ
し
積
載
量
を
減
ら
す
。
こ
の
こ

ろ
の
こ
と
、
添
田
知
道
著
「
教
育
者
」
を
見
つ
け
て
拾
う
。

※
２
　
教
師
の
道
　
歩
ま
し
む
因
は
「
教
育
者
」
三
冊

鏡
泊
湖
へ
と
撤
退
の
　
登
坂
路
脇
に
拾
う

○
日
時
不
詳
　
鏡
泊
湖
北
端
に
た
ど
り
着
き
、
原
隊
の
将
校
ら

の
家
族
は
上
陸
用
舟
挺
で
鏡
泊
湖
南
端
に
行
く
こ
と
に
な

る
。
こ
の
家
族
の
当
番
兵
と
し
て
上
等
兵
、
一
等
兵
に
ま

じ
っ
て
、
新
兵
二
等
兵
た
だ
一
人
、
私
は
営
外
曹
長
の
奥

さ
ん
の
当
番
兵
に
選
ば
れ
る
。
南
端
で
上
陸
し
た
と
こ
ろ
、

将
校
家
族
は
先
行
の
東
京
城
飛
行
隊
の
自
動
車
群
に
同
乗

し
、
敦
化
飛
行
隊
で
原
隊
将
校
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
こ

の
旨
を
原
隊
に
知
ら
せ
る
べ
く
家
族
当
番
兵
を
解
か
れ
た

一
等
兵
と
二
等
兵
の
私
二
人
、
鏡
泊
湖
東
岸
を
北
進
し
、

南
進
の
原
隊
と
合
流
す
。

○
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
　
鏡
泊
湖
南
端
に
間
近
い
東
岸
に

お
い
て
終
戦
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
く
。

陸
軍
幼
年
学
校
・
士
官
学
校
出
の
若
い
中
隊
長
の
「
脱

走
し
て
く
れ
る
な
」
の
訓
示
の
後
、
一
階
級
特
進
の
報
あ

り
て
星
印
一
つ
手
渡
さ
れ
る
も
、「
戦
争
に
負
け
て
星
を

も
ら
い
た
く
な
い
」
の
私
の
声
に
、
軍
曹
に
な
っ
た
元
伍



長
の
班
長
大
い
に
怒
り
、
両
頬
を
殴
る
。
私
の
顔
面
は
丸

く
は
れ
上
が
る
。

○
昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日
早
朝
　
元
新
兵
二
十
名
班
の
班
長

（
伍
長
）

、
助
手（
兵
長
）

、
教
官（学
徒
動
員
に
よ
る
ら
し

い
若
い
見
習
士
官
）
そ
の
他
、
計
数
十
名
の
脱
走
あ
り
。

○
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日
前
後
頃
　
鏡
泊
湖
南
端
と
敦
化
の

沙
河
沿
飛
行
場
と
の
中
間
あ
た
り
で
武
装
解
除
。

※
　
敗
戦
時
に
　
文
房
具
も
す
べ
て
　
武
装
解
除
さ
る

悲
憤
の
歌
詞
を
　
亡
失
し
帰
国
す

武
装
解
除
と
同
時
に
、
わ
が
飛
行
隊
の
全
将
校
、
ソ
連

軍
に
連
れ
去
ら
れ
る
。
少
尉
の
襟
章
を
付
け
な
か
っ
た
の

か
営
内
准
尉
を
最
高
に
、
下
士
官
、
兵
の
み
の
集
団
と
な

っ
て
沙
河
沿
飛
行
場
に
連
行
さ
れ
る
。

○
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日
以
後
の
こ
と
か
、
沙
河
沿
飛
行
場

の
草
原
に
各
人
携
行
の
携
帯
天
幕
を
数
名
ご
と
に
綴
り
張

っ
て
、
臨
時
収
容
所
と
す
る
。

後
日
、
作
業
な
し
の
日
々
続
く
。
こ
の
間
、
何
回
も
の

持
ち
物
検
査
を
逃
れ
得
て
い
た
「
教
育
者
」
三
冊
を
読
了

す
る
。

抑
留
生
活
の
始
ま
り
。（
男
装
女
性
な
ど
の
悲
憤
の
詳

細
割
愛
）

○
昭
和
二
十
年
九
月
　
ダ
モ
イ
を
信
じ
脱
走
せ
ず
、
徒
歩
に
て

撤
退
路
を
逆
戻
り
↓
鏡
泊
湖
南
端
↓
東
岸
（
左
方
眼
下
に

水
あ
り
。
の
ど
乾
く
も
、
連
行
監
視
ソ
兵
、
水
際
に
降
り

る
を
許
さ
ず
。
馬
糞
の
溶
け
か
け
た
水
を
、
轍
に
這
い
つ

く
ば
り
、
く
ち
び
る
を
と
が
ら
せ
飲
む
）
↓
鏡
泊
湖
北
端

↓
東
京
城
に
向
け
坂
を
降
り
る
↓
東
京
城
郊
外

※
　
牡
丹
江
へ
と
　
捕
ら
わ
れ
ゆ
く
道
中
　
東
京
城
外
に

開
拓
団
ら
と
遇
う
　
流
民
の
鉄
条
網

※
　
有
刺
鉄
線
に
　
と
り
す
が
り
叫
ぶ
　
老
　
婦
　
子
女

兵
隊
さ
ん
　
が
ん
ば
っ
て
　
と
　
兵
の
列
励
ま
す

東
京
城
郊
外
↓
温
春
↓
牡
丹
江

○
昭
和
二
十
年
十
月
　
穆
稜
寄
り
の
掖
河
収
容
所
。

六
十
五
歳
の
平
成
二
年
に
「
満
州
開
拓
訓
練
所
」
跡
と

「
義
勇
隊
開
拓
団
」
跡
を
表
敬
訪
問
し
た
際
に
、
四
十
五

年
前
、

二
十
歳
当
時
に
牡
丹
江
周
辺
を
訪
ね
回
っ
た
地
名
、

地
点
を
紹
介
す
る
。
①
海
林
街
　
②
牡
丹
江
西
陸
軍
病
院

―
民
間
日
本
人
収
容
所
―
昭
和
二
十
一
年
帰
国
　
③
牡
丹



江
東
陸
軍
病
院
―
関
東
軍
関
係
収
容
所
の
一
つ
―
シ
ベ
リ

ア
抑
留
―
掖
河
収
容
所
　
④
第
三
十
―
牡
丹
江
―
飛
行
場

⑤
温
春
街
　
⑥
第
三
十
九
―
温
春
―
飛
行
場

○
昭
和
二
十
年
十
一
月
　
ソ
連
軍
に
よ
る
「
ダ
モ
イ
」「
ダ
モ

イ
」
に
だ
ま
さ
れ
て
、
つ
い
に
綏
芬
河
経
由
、
入
ソ
。

○
昭
和
二
十
年
十
二
月
　
タ
イ
セ
ッ
ト
第
七
収
容
所
地
区
第
十

分
所
。
冬
期
＝
一
、
二
等
兵
、
開
拓
訓
練
生
な
ど
の
若
年

者
は
伐
採
、
枝
打
ち
、
搬
出
。
五
年
兵
の
古
兵
な
ど
有
技

術
者
は
丸
木
小
屋
の
木
組
み
工
作
。
夏
期
＝
有
技
術
者
な

ど
の
古
兵
指
揮
の
も
と
に
、

大
型
丸
木
小
屋
の
組
み
立
て
、

建
築
。

○
昭
和
二
十
一
年
不
詳
　
驚
く
ほ
ど
早
い
時
期
に
、
日
本
共
産

党
員
に
よ
る
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
の
編
集
・
発
行
の
日
本
字

「
日
本
新
聞
」
が
数
名
に
一
部
の
割
で
配
布
開
始
さ
る
。

※
３
　
教
師
の
道
　
歩
ま
し
む
決
意
は
　
日
本
字
新
聞

教
師
の
だ
ら
く
説
く
　
日
本
敗
戦
九
カ
条

二
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
時
に
お
け
る
第
一
の
死
を
脱
出

○
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
九
日
夜
半
　
高
熱
に
う
な
さ
れ
、

悶
え
苦
し
ん
だ
の
か
、
不
寝
番
に
背
負
わ
れ
て
医
務
室（
第

十
分
所
は
、
炊
事
と
入
浴
を
除
い
て
す
べ
て
ド
イ
ツ
軍
製

の
二
重
張
り
幕
舎
）
に
入
室
。
運
よ
く
直
ち
に
便
意
を
催

し
、
便
座
（
鉄
驪
訓
練
所
、
虎
林
の
和
平
屯
、
温
春
、
海

林
で
一
回
の
入
室
・
入
院
も
な
く
、
オ
マ
ル
を
全
く
知
ら

な
か
っ
た
）
に
尻
を
お
ろ
す
や
い
な
や
激
し
く
ピ
ー
ピ
ー

と
噴
出
。
少
食
、
空
腹
の
腹
中
の
す
べ
て
を
排
出
し
た
の

か
、
早
朝
、
毛
布
に
く
る
ま
れ
て
、
リ
ン
リ
ン
と
馬
ソ
リ

に
ゆ
ら
れ
て
行
き
つ
つ
、
次
第
に
意
識
不
明
と
な
る
。

○
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
三
十
日
早
朝
　
日
本
人
（
第
三
）
病

院
入
院
。

回
復
期
に
「
急
性
肺
炎
」
と
知
ら
さ
れ
る
。
意
識
不
明
中

の
こ
と
も
、
聞
い
て
み
た
。

①
十
四
日
間
、
大
い
に
〝
う
わ
ご
と
〟
言
う
を
見
て
「
あ

あ
こ
ん
な
、
も
う
死
ぬ
の
か
。
あ
の
ベ
ッ
ド
は
死
の
ベ

ッ
ド
だ
」
と
。

②
狂
っ
た
よ
う
に
言
う
〝
う
わ
ご
と
〟
は
「
何
と
言
っ
て

い
た
か
」「
何
と
言
っ
て
い
た
の
か
、
大
き
な
声
だ
っ

た
が
、
早
口
で
言
う
の
で
よ
く
聞
き
と
れ
な
か
っ
た
」



と
、
不
得
要
領
。

九
死
に
一
生
を
得
た
意
識
回
復
直
後
の
こ
と
。

①
急
ぎ
炊
き
あ
げ
衛
生
兵
の
差
し
出
す
ス
プ
ー
ン
の
重
湯

を
一
口
入
れ
、
こ
れ
を
激
し
く
吐
き
出
す
。（
衛
生
兵

の
知
ら
ぬ
は
ず
は
な
か
ろ
う
に
、
塩
味
で
あ
っ
た
の

か
）

②
衛
生
兵
急
ぎ
炊
き
か
え
持
参
す
る
重
湯
を
食
す
。（
味

な
し
粥
―
第
三
病
院
初
の
大
重
病
者
回
復
す
る
）

③
第
十
分
所
医
務
室
で
腹
中
の
す
べ
て
を
出
し
た
体
質
は
、

急
性
肺
炎
と
苦
闘
し
た
あ
と
の
体
質
も
同
じ
だ
っ
た
。

意
識
不
明
中
の
十
四
日
間
、
一
回
の
排
尿
、
排
便
も
し

な
か
っ
た
と
確
信
す
。

○
昭
和
二
十
二
年
五
月
　
タ
イ
セ
ッ
ト
市
の
Ｏ
Ｋ
（
栄
養
失
調

軽
作
業
）
収
容
所
。
ソ
連
軍
少
将
官
舎
当
番
な
ど
。

○
昭
和
二
十
二
年
八
月
　
第
十
九
分
所
。
夏
期
伐
採
中
の
蚊
に

や
ら
れ
、
第
一
回
目
マ
ラ
リ
ア
罹
病
。

○
昭
和
二
十
二
年
八
月
　
日
本
人
（
第
二
）
病
院
入
院
。
キ
ニ

ー
ネ
あ
り
服
用
、
回
復
早
ま
る
。

ソ
連
軍
女
将
校
た
ち
の
仕
親
ん
だ
誘
惑
か
ら
脱
す
る
。

詳
細
割
愛
。

○
昭
和
二
十
二
年
十
月
　
第
十
九
分
所
に
復
帰
。
バ
ム
鉄
道
敷

設
地
側
溝
掘
り
＝
ま
き
を
焚
い
て
は
掘
り
焚
い
て
は
掘
っ

て
、
こ
の
土
を
敷
設
地
に
盛
り
上
げ
、
砂
利
、
ま
く
ら
木
、

レ
ー
ル
を
敷
く
。

○
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
　
不
整
脈
三
拍
一
休
、
低
体
温
三
五

・
二
度
Ｃ
を
知
っ
た
の
は
こ
の
こ
ろ
か
。
官
舎
当
番
の
軽

作
業
に
従
事
。

○
昭
和
二
十
三
年
二
月
　
第
二
十
二
分
所
、
作
業
な
し
栄
養
失

調
収
容
所
。

※
　
あ
の
空
の
　
彼
方
の
も
と
に
　
祖
国
あ
り

思
い
出
は
繁
く
　
身
は
遥
か
な
り
（
現
地
に
て
）

※
４
　
不
法
な
る
　
ソ
連
の
侵
攻
と
　
抑
留
な
く
ば

つ
と
に
祖
国
踏
み
　
勉
学
は
か
ど
り
し
に

※
　
せ
な
を
曲
げ
　
鼻
水
た
ら
し
　
あ
ご
出
し
て

と
ぼ
と
ぼ
歩
む
　
収
容
所
の
日
本
人

※
　
突
然
に
　
わ
め
き
飛
び
は
ね
　
首
　
手
　
振
り

狂
い
死
に
せ
し
　
収
容
所
の
日
本
人

○
昭
和
二
十
三
年
七
月
　
半
湿
地
帯
の
木
道
を
東
進
の
ト
ラ
ッ



ク
に
分
乗
し
、
百
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
、
ウ
ラ
ウ

ダ
河
西
岸
の
白
樺
林
の
中
で
マ
ラ
リ
ア
再
発
。

三
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
時
に
お
け
る
第
二
の
死
を
脱
出

関
東
軍
の
持
参
し
て
い
た
キ
ニ
ー
ネ
、
す
で
に
に
皆
無
か
。

発
作
の
後
、
次
第
に
意
識
不
明
と
な
る
。

①
バ
ム
鉄
道
西
端
の
起
点
タ
イ
セ
ッ
ト
に
向
け
後
送
西
進
の

幾
日
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
帰
国
東
進
の
十
幾
日
、
帰
国
拠

点
の
ナ
ホ
ト
カ
で
の
意
識
回
復
ま
で
の
約
二
十
日
間
近
く

の
間
、
死
な
ず
に
他
の
病
弱
者
と
同
等
に
一
人
前
に
寝
起

き
し
、
飲
み
食
い
、
し
ゃ
べ
り
、
大
小
便
も
し
た
で
あ
ろ

う
に
、
不
整
脈
と
低
体
温
の
な
か
無
表
情
な
夢
遊
病
者
の

よ
う
に
起
居
し
た
さ
ま
は
、
ま
さ
に
生
け
る
し
か
ば
ね
の

ご
と
く
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
は
、
現
在
で
い
う
と
こ
ろ

の
脳
死
状
態
か
ら
迫
り
く
る
心
臓
死
に
、
幽
鬼
の
ご
と
き

容
姿
で
あ
っ
た
の
か
。

②
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
か
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
か
、
お
そ
ら
く
タ

イ
セ
ッ
ト
で
の
こ
と
。「
ダ
モ
イ
」
用
新
衣
服
な
ど
の
支

給
時
に
何
秒
か
意
識
回
復
、「
ま
た
ま
た
ダ
モ
イ
で
気
を

持
た
せ
る
の
か
」
と
見
れ
ば
、
昭
和
十
七
年
こ
ろ
満
州
開

拓
団
青
年
義
勇
隊
鉄
驪
訓
練
所
庸
員
の
林
業
伐
採
班
と
運

搬
班
員
に
支
給
着
用
さ
せ
て
い
た
夏
物
満
服
の
上
下
で
あ

っ
た
。
ソ
連
は
満
州
各
地
区
各
所
か
ら
す
べ
て
の
物
資
を

運
び
込
ん
で
い
た
の
か
。

③
バ
イ
カ
ル
湖
の
夏
の
風
物
詩
〝
帆
か
け
舟
〟
で
網
を
引
き

漁
を
し
て
い
た
の
は
、
意
識
も
う
ろ
う
か
。

④
ナ
ホ
ト
カ
駅
着
で
意
識
回
復
。
だ
が
、
下
車
し
た
と
思
う

列
車
前
に
整
列
し
て
、
若
い
ソ
連
軍
将
校
の
輸
送
指
揮
官

の
話
「
お
前
ら
は
き
っ
と
敵
討
ち
に
来
る
だ
ろ
う
」
の
目

の
前
に
見
た
の
は
客
車
。
し
か
し
、
後
年
の
こ
と
、
拓
友

に
話
す
と
「
当
時
で
の
こ
と
と
て
客
車
が
あ
る
は
ず
が
な

い
」
と
。
今
だ
に
も
う
ろ
う
。

⑤
帰
国
用
収
容
所
第
三
か
第
一
か
は
不
明
だ
が
、
わ
が
義
勇

隊
開
拓
団
和
平
屯
の
拓
友
一
人
を
見
つ
け
、
言
葉
を
交
わ

す
。
温
春
飛
行
隊
第
十
分
所
の
人
と
は
つ
い
に
会
う
こ
と

な
し
。

⑥
渡
満
前
後
に
ニ
ュ
ー
ス
映
画
で
見
た
こ
と
の
あ
る
ヒ
ト
ラ

ー
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
ご
と
き
、
顔
色
良
好
、
容
姿
端
麗
、
動



作
活
発
、
発
言
激
烈
た
る
日
本
青
年
男
女
の
な
す
帰
国
用

思
想
総
点
検
。
苦
々
し
い
模
様
な
ど
割
愛
。

○
昭
和
二
十
三
年
八
月
　
永
徳
丸
に
て
ナ
ホ
ト
カ
出
港
。

○
昭
和
二
十
三
年
九
月
一
日
　
舞
鶴
入
港
。
早
朝
「
日
本
が
見

え
る
ぞ!!
」
の
声
に
全
員
大
急
ぎ
で
甲
板
に
上
が
る
。
ポ

ロ
ポ
ロ
と
涙
が
あ
ふ
れ
て
止
ま
ら
ぬ
。
近
づ
く
舞
鶴
港
に

い
つ
ま
で
も
立
ち
つ
く
す
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
昭
和
十
六

年
四
月
二
十
五
日
正
午
門
司
出
港
の
渡
満
時
に
流
し
た
涙
、

福
岡
県
、
山
口
県
の
山
々
の
見
え
な
く
な
る
ま
で
甲
板
に

立
ち
つ
く
し
た
こ
と
。
全
く
意
味
が
違
う
。

午
後
、
Ｍ
Ｐ
に
呼
び
出
さ
れ
「
日
本
語
新
聞
の
編
集
に

携
わ
っ
た
ろ
う
」
と
責
め
た
て
ら
る
。
以
下
割
愛
。

夕
刻
か
、
Ｍ
Ｐ
に
責
め
た
て
ら
れ
て
援
護
局
の
宿
舎
に

帰
っ
て
す
ぐ
だ
っ
た
か
不
明
だ
が
、
三
度
目
　
の
マ
ラ
リ
ア

発
作
。
舞
鶴
国
立
（
旧
海
軍
）
病
院
入
院
。

○
昭
和
二
十
三
年
十
月
一
日
　
帰
郷
。

四
、
帰
国
後
に
お
け
る
死
か
ら
の
脱
出

○
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
　
ま
ぶ
た
の
た
だ
れ
と
眼
球
の
激
痛

に
苦
し
む
。

帰
国
数
年
後
の
こ
と
、
何
か
で
「
食
べ
て
食
べ
て
、
一

カ
月
も
腹
を
下
し
て
い
る
の
に
ま
だ
食
べ
て
い
た
」
と
帰

国
後
の
健
康
状
態
を
語
っ
た
母
（
昭
和
六
十
年
四
月
一
日

九
十
二
歳
没
）
の
言
葉
を
思
い
出
す
。
よ
く
食
べ
さ
せ
て

も
ら
っ
た
お
陰
で
、
ぱ
か
ん
と
平
た
く
開
い
た
醜
い
尻
が

少
し
ず
つ
ふ
く
ら
ん
で
き
た
。
や
っ
と
体
力
の
回
復
の
見

え
始
め
た
こ
ろ
、
涙
の
よ
う
に
流
れ
止
ま
ら
ぬ
薄
い
目
や

に
が
出
だ
し
た
。

そ
の
目
や
に
で
目
じ
り
か
ら
た
だ
れ
て
、

ま
ぶ
た
全
体
に
広
が
っ
た
。
朝
の
目
覚
め
に
は
半
乾
き
の

目
や
に
で
目
が
開
か
れ
な
か
っ
た
。
指
先
に
つ
ば
を
つ
け

て
は
何
回
も
軽
く
な
で
て
は
目
や
に
を
溶
か
し
、
ゆ
っ
く

り
と
ま
つ
毛
を
傷
め
ず
に
目
を
開
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ぶ
た
の
た
だ
れ
の
頂
点
ら
し
い
あ
た
り
か
ら
徐
々
に
目

や
に
の
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
今
度
は
逆

に
次
第
に
眼
球
が
乾
い
て
き
て
、
せ
わ
し
く
ま
ば
た
き
せ

ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
、
乾
き
の
ひ
ど
い
と
き
は
ジ
ー
ン

と
眼
球
に
痛
み
が
走
る
。

じ
っ
と
し
ば
ら
く
は
目
を
閉
じ
、

眼
球
の
湿
っ
て
く
る
の
と
同
時
に
痛
み
の
止
む
の
を
待
た



ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
何
か
の
こ
と
で
ど
う
し
て
も
太
陽

光
線
の
方
向
に
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
な
ど
、
ま
ぶ
し

く
て
、
と
う
て
い
目
を
開
け
て
は
お
れ
な
い
の
で
あ
る
。

目
や
に
の
出
る
の
と
眼
球
の
乾
燥
す
る
の
は
交
互
に
襲
っ

て
来
て
は
去
っ
て
行
っ
た
が
、
眼
病
で
は
な
か
っ
た
ら
し

い
。
生
死
の
境
か
ら
生
の
方
向
へ
傾
い
た
証
と
し
て
の
生

体
の
苦
し
み
が
目
に
集
中
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

医
学
者
で
も
心
理
学
者
で
も
な
い
者
に
と
っ
て
は
推
測
、

追
憶
し
か
で
き
な
い
が
、

シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
極
悪
粗
食
、

少
量
の
食
べ
物
か
ら
、
青
少
年
時
代
ま
で
食
べ
慣
れ
た
祖

国
日
本
の
味
、
生
家
の
母
の
味
、
食
べ
た
い
だ
け
食
べ
ら

れ
る
腹
中
の
加
減
さ
に
慣
れ
戻
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
個

人
差
に
応
じ
た
期
間
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。
あ
れ
ほ
ど

に
想
い
慕
っ
た
祖
国
日
本
、
母
の
も
と
に
帰
れ
て
の
安
堵

感
、「
死
ん
で
た
ま
る
か
」
と
気
張
っ
た
緊
張
感
と
弛
緩

と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
の
む
つ
か
し
さ
は
、「
帰
国
後

し
ば
ら
く
し
て
死
亡
し
た
」
と
い
う
拓
友
の
こ
と
な
ど
を

聞
き
、
知
っ
た
の
は
後
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

五
、
旧
学
制
と
新
学
制
の
は
ざ
ま
で

○
昭
和
二
十
三
年
九
月
　
初
旬
父
と
弟
、

舞
鶴
に
面
会
に
来
る
。

弟
は
広
島
高
等
工
業
専
門
学
校
（
現
在
の
広
大
工
学

部
）
の
学
生
で
あ
っ
た
。
長
兄
は
昭
和
十
五
年
一
月
、
二

十
一
歳
で
入
営
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
攻
撃
中
に
負
傷
、
傷

痍
軍
人
と
し
て
帰
還
。
軍
隊
生
活
で
の
低
学
歴
を
い
た
く

悔
や
み
、
父
を
説
き
伏
せ
弟
に
勉
学
を
推
奨
し
た
と
、
後

日
に
聞
き
知
る
。

○
昭
和
二
十
三
年
十
月
一
日
　
不
幸
を
詫
び
、
孝
行
を
誓
う
。

舞
鶴
よ
り
京
都
駅
を
経
由
し
、
九
月
三
十
日
夜
、
呉
線

の
東
起
点
糸
崎
駅
着
。
翌
朝
始
発
ま
で
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

の
ベ
ン
チ
に
横
た
わ
る
。
少
々
寒
か
っ
た
が
、
シ
ベ
リ
ア

の
こ
と
を
思
え
ば
幸
せ
い
っ
ぱ
い
。

故
郷
風
早
駅
に
降
り
立
っ
た
と
こ
ろ
、
兄
と
ば
っ
た
り
。

「
四
郎!!

」「
あ
に
や
ん!!

」
と
、
し
ば
し
絶
句
。
連
れ

立
っ
て
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
生
家
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
祖

母
が
庭
に
出
て
き
た
。「
四
郎
が
戻
っ
た
ど!!

」
の
兄
の

声
に
祖
母
が
び
っ
く
り
、
祖
母
と
私
は
同
時
に
堅
く
抱
き

つ
い
て
い
た
。
そ
し
て
互
い
に
「
わ
ー
ん
、
わ
ー
ん
」
と



泣
き
続
け
た
。
気
が
つ
く
と
母
が
傍
ら
に
立
っ
て
い
た
の

で
母
に
抱
き
つ
く
。
母
も
し
っ
か
り
抱
き
し
め
て
く
れ
、

二
人
は
大
声
で
泣
き
続
け
た
。
言
葉
は
要
ら
な
い
。「
行

か
ん
で
く
れ
」
を
振
り
切
り
満
州
に
行
っ
て
五
年
、
日
本

敗
戦
か
ら
生
死
不
明
三
年
の
計
八
年
…
…
家
に
帰
っ
た
ら

抱
き
つ
い
て
泣
い
て
や
ろ
う
な
ど
思
い
も
し
な
か
っ
た
の

に
…
…
。
以
下
割
愛
。

私
の
青
春
、
満
州
開
拓
の
初
志
貫
徹
（
第
一
の
人
生
）
は
、

祖
国
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
空
し
く
消
し
去
ら
れ
た
。
そ
の
上

に
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
負
の
遺
産
を
積
み
重
ね
ら
れ
、
こ
れ
を
背

負
う
て
、
青
年
前
期
に
渡
満
し
て
か
ら
八
年
目
、
青
年
後
期
の

終
期
に
気
力
、
体
力
と
も
に
気
息
奄
々
で
帰
国
し
た
。

(

一)

負
の
遺
産
と
は

①
抑
留
期
三
年
一
カ
月
、
二
十
歳
か
ら
二
十
三
歳
。
不
磨
の

宝
石
は
鈍
る
。

②
抑
留
期
間
中
終
始
し
た
極
悪
食
糧
、
少
量
に
よ
る
栄
養
失

調
。

③
抑
留
冬
期
の
極
寒
に
よ
る
急
性
肺
炎
、
抑
留
夏
期
の
酷
暑

に
よ
る
マ
ラ
リ
ア
二
度
（
②
と
連
動
し
不
整
脈
と
低
体

温
）

(

二)

夏
の
遺
産
の
回
復
・
復
帰
の
難
易
度
―
軽
度
～
難
度

順

①
栄
養
失
調
―
健
康
管
理
に
注
意
を
要
す
。

②
不
整
脈
・
低
体
温
―
二
十
二
年
末
か
ら
二
十
三
年
ご
ろ
ま

で
約
十
年
間
継
続
。

③
抑
留
期
間
中
の
頭
脳
停
止
を
学
業
に
向
け
開
始
、
学
業
復

帰
の
至
難
さ
。

消
し
去
ら
れ
た
第
一
の
人
生
（
満
州
開
拓
）

、
し
か
も
シ
ベ
リ

ア
抑
留
の
絶
望
の
ふ
ち
に
あ
っ
て
私
を
差
し
支
え
て
く
れ
た
も

の
は
、
本
文
中
の
短
歌
（
※
１
～
４
）
で
あ
っ
た
。
生
き
て
帰

っ
て
教
師
に
な
ろ
う
（
第
二
の
人
生
）
と
立
志
し
た
こ
と
に
よ

る
と
信
じ
た
い
。

祖
国
日
本
に
帰
国
し
た
と
き
の
こ
と
、
舞
鶴
港
の
上
陸
桟
橋
、

東
海
道
線
乗
り
換
え
の
京
都
で
か
け
ら
れ
た
「
お
帰
り
な
さ
い
、

抑
留
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
」
の
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
に
、
本
当

に
日
本
に
帰
っ
た
の
だ
と
有
り
難
か
っ
た
。
こ
の
お
互
い
の
気

持
ち
が
通
じ
合
い
、
今
の
日
本
が
あ
る
の
だ
と
信
じ
た
い
。




